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第 22 期第 3 回北海道栽培漁業推進協議会 議事録 

 

●日  時：令和５年３月 30 日（木） 15:00～16:30 

●開催方法：オンライン（zoom） 

●参 加 者：別添出席者名簿のとおり 

●議  題： 

１．第８次栽培漁業基本計画に係る放流推進種の種苗放流状況について 

２．第８次栽培漁業基本計画に係る技術開発の進捗状況について 

３．第８次栽培漁業基本計画に関連する道及び道総研の各種事業について 

４．その他 

●内容 

（１）議題１ 

  事務局から資料１を説明。 

  質疑、意見なし。 

（２）議題２ 

  事務局から資料２を説明。 

  質疑は以下のとおり。 

【堀委員（増毛町長）】 

ナマコの 5mm 以上サイズ種苗が全道的に増加しており、当町でもナマコ種苗の放流

が行われているところ。新聞報道によると、寒地土木研究所では、カニによる稚ナマコの

被食被害を防ぐための育成礁を開発したとのことであり、町内の漁業者も取り組みたい

とのことであるが、道庁で知っていることはあるか？ 

【事務局（佐々木課長）】 

大変申し訳ないが、把握していなかった。お調べし、わかったことをお伝えしたい。 

（３）議題３ 

  事務局から資料３を説明。 

  質疑、意見なし。 

（４）議題４ 

  事務局から資料４－１（道内のサケ科魚類養殖試験の状況）、資料４－２（木古内

町釜谷におけるサクラマス養殖実証試験結果概要について）、資料５（北海道水産業・

漁村振興推進計画（第５期）概要）を説明。 

  質疑は以下のとおり。 

【工藤委員（上ノ国町長）】 

オホーツクなどと比べると、日本海の疲弊が酷い。我々もニジマスの養殖試験などに取

り組んできたが、実際のところ全て失敗している経緯にある。木古内でサクラマス養殖試

験では２kg サイズを目標にしているものの、サイズアップに苦労しているとも聞いてい
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る。養殖の事業化には経営として成り立たせなければならないが、その可能性はあるのだ

ろうか？  

【堀委員（増毛町長）】 

今の質問にも関連するが、サクラマス養殖試験にかかる手間はどれ位か。また、種苗の

値段はいくらなのか？ 

【事務局（澤田主幹）】 

 １日あたりの給餌回数は後ほど事務局を通じてお伝えしたい。種苗の値段は 2,000 円

/kg ほど。この種苗は大量生産されておらず、民間にお願いして供給してもらっているの

で、この値段となっている。人件費や種苗代の低減は大きな課題。今後、試験事業を通じ

て適切な給餌回数や給餌量なども明らかにし、マニュアル化していきたい。 

 なお、現在の試験では経営的に全くペイしていない状況。少しでも改善につながるよう

取り組んでいきたい。 

【事務局（西川課長補佐）】 

 経済性については、以前、乙部でサクラマスの養殖試験をやった際、ペイせずに頓挫し

た経緯がある。このときは荷さばき所で他の魚と一緒に売ってしまったのが良くなかっ

た。現在は当時と異なり、養殖用種苗の技術が進み、また、高付加価値が見込まれる生食

市場が拡大してきており、このような市場に向けた売り方の工夫も必要である。有識者の

方々から意見を聞きながら、採算の獲れる養殖モデルを目指した議論を進め、お示しして

いきたいと考えている。 

【オブザーバ（志田場長）】 

 道総研では現在「サーモンチャレンジ」と称したプロジェクトに取り組んでいるところ

であるが、このプロジェクトの中でも事業の継続には採算性が重要であると指摘されて

いる。現在、餌代や人件費といったランニングコストのほか、施設導入にかかる費用や、

その維持管理費など予め事前に整理して、経済性を評価するソフトウェアにこれらの情

報を入力し、実際に数漁家で使ってもらっているところ。今シーズンに結果をとりまとめ

ることができる見込み。 

【オブザーバ（木村場長）】 

道総研では、高温や病気に対する耐性に強く、成長にも優れた育種に取り組んでいる。

また、未利用資源を原料とした餌料開発も行っているところであり、実用化を果たした

い。 

 【事務局（佐々木課長）】 

これまでの経験から、サケマス養殖の継続には採算性が全てだと感じている。過去に

もサケマス養殖ブームがあったが、この時は海外産サケマスの市場流通に伴い終焉を迎

えたものと理解している。本来、技術開発は試験研究機関の分野だと思うが、道もこの

技術開発に手を出さなければならないと考えている。一足飛びに技術を完成させること

はできないが、ピンチをチャンスに変えていきたい。 
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 【硲委員（興部町長）】 

 道庁では、ゼロカーボンや海藻の有効活用のほか、養殖サケマスを中心に今後の施策

展開を考えているようだが、海水温が上昇する中、果たして海面養殖がマッチングでき

るのだろうか。例えば羅臼では海水温の上昇に伴い、秋サケの時期に肝心の秋サケが漁

獲されず、ブリなど温暖な海域の魚種が獲れるようになってきている。また、昨年のサ

ケは、漁獲金額は高かったとは言え、実際の漁獲量はそれほどでもない。加えて、あれ

だけたくさんのニシンを放流しても、単価は下がってきている。キロ単価で数十円程度

の小型のニシンが本町のミール工場に運び込まれているとも聞く。増養殖を行う魚種の

選択は果たして適切なのだろうか。 

【オブザーバ（志田場長）】 

水温は確かに上昇してきている。サケのほか、コンブも場所によっては水温上昇のあ

おりを受けて厳しい状況。道総研では、コンブについては高水温に強いコンブ養殖を目

指すため、成熟を人工的に促す技術開発を行っているところ。また、サケについては、

実は道内では冬場の水温が低すぎることが成長停滞に繋がっている事実がある。そのた

め、仮に今後、水温の上昇傾向が続いた場合、日本の南の海域では冬場の適水温の時期

が短くなる一方、道内では冬期の成長適水温にあたる期間が長くなり、成長に好影響を

及ぼすことが見込まれる。そのため、今後は道内でもチャンスがあると考えている。 

環境変化のスピードが早くなってきているが、道総研でも遅れずに対応したい。 

【オブザーバ（木村場長）】 

価格の下落傾向が見られるニシンについては、令和５年度から網走水試で付加価値向

上の試験に取り組むほか、中央水試では骨まで食べられる製品を開発するなど、価格向

上対策に努めているところ。 

【大谷委員（頓別漁協組合長）】 

 サケの養殖試験は、正直に申し上げると海面での成功事例を聞いたことがない。私も

かつてギンザケの養殖試験に取り組んで失敗したことがある。思い切って陸上養殖に取

り組んではどうか？飼育水は海洋深層水や地下海水を活用してはどうだろうか。 

【事務局（佐々木課長）】 

 陸上養殖のことは推進計画にも記載させていただいているところ。道でもお手伝いで

きることがあれば･･･と考えているが、陸上養殖の実現に向けては、技術的なことなどを

含めてハードルが高いと考えている。他県において、増養殖に海洋深層水を活用した事

例もあるが、海水中に有害な重金属が含まれていることがあるなど、リスクが高いとも

聞く。国の補助事業では、来年度から海水井戸の試掘も補助対象になるとも聞いている。

このようなことなども参考にしながら、チャレンジしてはどうかと考える。 

【オブザーバ（志田場長）】 

 御提案の件に関しては、道総研でも検討していきたい。陸上養殖となると、閉鎖循環

システムの導入など莫大な初期投資が必要となる。そうなると、組合単位、もしくは外
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部からの投資なども視野に入れなければならないだろう。地下海水の活用については、

ノウハウや知見のある道総研エネルギー・環境・地質研究所と問題点などについて意見

交換したところ。将来の有用な選択肢の一つという認識のもと、今後の研究課題として

あげていきたい。また、掘削する場所によっては淡水層に当たったり、重金属が含まれ

るリスクもある。試掘など事前調査をしっかりと行う必要があろう。道総研でもお手伝

いできることがあれば協力したい。 

【三宅委員（北海道栽培漁業振興公社副会長）】 

 公社では本年度、ヒラメがアクアレオウイルス症の発症により大量斃死するなど、計

画どおりの生産ができなかった。この場をおかりして深くお詫びしたい。今後の対策と

して、本年度、国の水産研究・教育機構や道総研、北海道も交えて協議を行い、対策に

向けた計画を策定したことを御報告したい。 

 前職は道総研であったが、公社に来て感じることは、増養殖を行う上では魚病管理が

重要であるということ。特に養殖や種苗生産では UV（紫外線）殺菌の有効性が実証され

ている。飼育海水の供給口では UV 殺菌を設けているが、排水にまでは整備されていな

い。排水から病原菌の拡散等も考えられるため、排水口での殺菌も検討願いたい。 

 【硲委員（興部町長）】 

 今のお話しに関連し、道の研究予算が大きく削られてしまったことは、大きな問題で

ある。農林水産業の進展には、試験研究の成果によるところが特に大きいが、研究予算

が削られてしまったらどうなってしまうのか。道の予算が無ければゼロカーボンやふる

さと納税など、外部からの資金獲得をめざすべき。特に、企業版ふるさと納税に力を入

れてはどうだろうか。 

 【事務局（西川課長補佐）】 

御指摘のとおり、道では財源確保に苦労しているところ。水産林務部としては、本年

度からのチャレンジとして、道漁連と連携してふるさと納税の返礼品を御用意し、いた

だいた寄付金を施策に活用するなどの取組をはじめたところ。そういった財源や、国の

予算も活用しながら水産施策を進めてまいりたい。 

（16：30 終了） 


